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「治水に関する文書を読む」解説 

 

１ 林家文書について 

（１）林家について 

・林家の出身については未詳であるが、神拝式并御免許願いの際の当家由緒によれば、「先祖民部 

 （信興）義、信濃国小県郡林郷」（現上田市林之郷カ）より、文亀年間（1501～1503）赤尾村 

 へ移住、村方開発をおこない、代々里正となったとある（No7670）。また、天保 2 年（1831） 

 の『林本家記録帳』に収録された林家系図（CH 林家 1）にも、「古伝曰、信濃国より当村ニ移 

 住」したとあり、その時「産神諏訪上・下御石持来たり」と記され、現在もその石が大切に保 

 存されている。 

・林家は 3 代信正（図書）以来、代々赤尾村下分の名主を勤め、11 代幸蔵（佐伝治）の代、文化 

 元年（1804）に名主として功を賞され、苗字も差免され、また退役時には酒代弐百疋も差遣さ 

 れている（No3135・3136）。また、12 代信豊（半三郎）も「度々出水之所、村方極難之者共へ 

 食物差遣、加之水難ニ付其身江被下候御手当金橋入用除遣候旨、奇特之事」として苗字御免を 

 受けている（No3137）。赤尾村は、越辺川通りに位置することから、度々洪水に見舞われ、名 

 主として代々治水に努力していたことがうかがえる。13 代信海（半三郎）も治水、殖産にその 

 業績をあげ、安政元年（1854）に頭取名主格に仰付けられている（No2487）。 

・当館に林家文書は、10,328 点収蔵。 

（２）13 代信海について[林 信海（1804～1862）] 

・信海は 19 年にわたり名主を勤め、桜園と号し、その居宅を茅子舎または萩廼舎と称した。親類 

 にあたる井上淑蔭（いのうえよしかげ）とは同年の生まれで、共に清水浜臣の門人となり国学 

 と和歌を学んだ。殊に和歌への傾倒が深く、「咏草」などの歌集のほか、旅行記などにも多くの 

 和歌が歌い込まれている。愛剣家でもあり、文武両道に秀でていたと伝えられている。安政 6 

 年の出水時には、越辺川に面した赤尾村は深い所で５尺５寸程（約 1.66m）床上浸水があり、 

 信海はその様子を絵に描かせた。 

（３）赤尾村について 

・赤尾村（現坂戸市赤尾）の歴史は古く、慶長 2 年（1597）の検地帳が現存するうえ、既に鎌倉 

 時代から開発が進められていたと考えられる。当村は、もと幕府直轄領であったが、旗本大久  

 保氏と川越藩との相給となり、後に全村川越藩領へと推移した。その中で、林家は代々赤尾村 

 下分の名主を勤めていた。 
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２ 赤尾村と水をめぐる争い 

・洪水などによる被害は、年貢徴収に影響を及ぼすばかりでなく、その救済や復旧事業は幕府や 

 藩の財政にも大きな負担となった。また、農民自身にとっても日々の生活に直接関わってくる 

 問題であった。このため、河川の改修と堤防の整備等は重要な事業として取り組まれ、時には、 

 幕府や藩と村の間、また関連する村と村の間でその負担をめぐって、盛んなやりとりや対立があ 

 った。 

・現在のように用排水が整い、その上ポンプ場が普及している時代とちがって、農民にとって用 

 水は年貢完納の基礎であり、生死にもかかわる「命の水」であったため、水田地帯の水争いは、 

 いわば年中行事にも似た問題であった。 

・嘉永 6年（1853）に水車仕立に関する争いが起きている。林家文書「島田当村用水一件之覚」  

 （No.6132）が、名主半三郎によって書かれている。ことの発端は、75年前の安永 7年（1778） 

 6 月に、越辺川上流に隣接する島田村から赤尾村役人への「一札之事」からはじまっている。 

 それには、『この度新規に水車を仕立てるが、用水堀の外へは水を落とすことはなしないが、この 

 後何か赤尾村に差し障りのあった場合は、いつなりともお差図次第で水車を止める。万一何か問題 

 が起きても、赤尾村へ少しの苦労もかけることはしない』と、名主・組頭から赤尾村役人に一札を 

 入れている。 

・また、赤尾村と島田村とで費用を分担して島田堰を設置し、用水を引いていたが、この用水を 

 めぐって島田村などとの対立もしばしば見られた。同じく嘉永 6年には、島田村と用水堀の幅 

 をめぐって対立した。この対立では、島田村は文化 8年（1811）の村明細帳を根拠に、用水堀の 

 幅を 6尺（約 1.81m）と主張し、赤尾村は享保 13 年（1728）の御用向日記帳を根拠に 8尺（約 

 2.42m）を主張した。つまり島田村より下流域にある赤尾村が自村への用水量を少しでも増やそ 

 うと、8尺幅の用水幅を主張したわけであるが、このようなところにも、当時の農民の農業用 

 水に対する執念を読み取ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「乍恐以書付奉願上候(島田・赤尾村用水堀一件)」（No3454） 
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坂戸市赤尾方面へ続く用水路 

 

３ 村絵図について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[赤尾村絵図色付]（No6989） 

・近世の村は末端の行政単位であった。村絵図はこの行政村の景観を表すものとして作成された。 

 村絵図には村全体の景観を描いたものと必要なものを描く場合があった。上の絵図では、田や 

 道、川堀、畑などが彩色で描かれている。絵図と組み合わせて史料を読むことで、理解はさら 

javascript:void(0);


4 

 

 に深まると考える。 

４ 解読にあたって 

『くずし字を読むために、自分の気持ちはくずさずに（心折れずに）！』 

 ①翻刻されたものから読もう 

   ・活字にされたものを先に読んで、内容の理解に努めましょう。 

 ②文の区切れや返読文字を見つけよう 

   ・例えば、分の区切れに斜線を入れる・返読文字は丸で囲みましょう。 

 ③原稿用紙（専用ノート）に翻刻しよう 

   ・テキストやくずし字の横に翻刻はしないようにしましょう。 

    「翻刻する際は原稿用紙に！」 

    ◇原稿用紙はマス目があるので大変便利です。 

    ◇マス目があるので、文字数や文字を書き始める高さがそろうなど学習に最適です。 

   ・文字の横に翻刻すると、その資料を使っての復習・再学習ができなくなります。すでに  

    答えが書きこんであるからと、もう読まない資料になってしまいます。 

 ④くずし字辞典を活用しよう 

   ・辞典を引くことで、様々な語句（熟語）や用語が蓄積されていきます。 

   ・１つの字に対して、いくつものくずし方があることが理解できます。 

   ・例えば、引いた文字のページに付箋を貼りましょう。 →「学びの見える化」 

 ⑤声に出して読んでみよう 

   ・古文書独特の言い回しに慣れるなど声に出して音読しましょう。 

 ⑥毎日ちょっとずつ読もう 

   ・就寝前、トイレ、移動中の車内、読書の代わりに…わずかな時間を利用して毎日古文書 

    に触れることが大切です。 

 ⑦現地の雰囲気を味わおう 

   ・時間があれば実際に現地に訪れることで、文書の内容がよりよく理解できます。 

   ・また、その土地の空気に触れながら、そっと目を閉じてみましょう。 

 

【参考文献】 

 ○『林家文書目録』（埼玉県立文書館 1986 年） 

 ○『坂戸市史 通史編Ⅱ』（坂戸市 1991 年） 

 ○『暮らしの中の古文書』浅井潤子編（吉川弘文館 1992 年） 

 ○平成７年度第１回収蔵文書展『入間地方の文書』（埼玉県立文書館 1995 年） 

  

 


